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担当部署:　環境部 環境事業課　
	処分の概要
	許可の取消し等

	例規名
根拠条項
	交野市廃棄物の減量及び適正処理に関する規則　第8条

	例規番号
	平成13年規則第5号

	【根拠条文】
交野市廃棄物の減量及び適正処理に関する規則　第8条の規定による。
(許可の取消し等)
第8条　市長は、法第7条の3(※1)及び第7条の4第1項(※2)並びに浄化槽法第41条第2項(※3)に定めるもののほか、次の各号のいずれかに該当する場合は、許可業者の許可を取消し、又は期間を定めてその業務の全部若しくは一部の停止を命ずることができる。
(1)　許可業者が条例若しくはこの規則又はこれらの規定に基づく処分に違反したとき。
(2)　許可業者が許可の条件に違反したとき。
(3)　許可業者が偽りその他不正な手段により許可を受けたとき。
(4)　許可業者が正当な理由なしに、長期の休業をしたとき。
(5)　処理計画の変更により、許可を取り消す必要が生じたとき。
(6)　前各号に定めるもののほか、市長が許可業者として不適当と認めるとき。

【基準】
根拠条文に同じ。

(※1):廃棄物の処理及び清掃に関する法律　第7条の3
(事業の停止)
第7条の3　市町村長は、一般廃棄物収集運搬業者又は一般廃棄物処分業者が次の各号のいずれかに該当するときは、期間を定めてその事業の全部又は一部の停止を命ずることができる。
(1)　この法律若しくはこの法律に基づく処分に違反する行為(以下「違反行為」という。)をしたとき、又は他人に対して違反行為をすることを要求し、依頼し、若しくは唆し、若しくは他人が違反行為をすることを助けたとき。
(2)　その者の事業の用に供する施設又はその者の能力が第7条第5項第3号又は第10項第3号に規定する基準に適合しなくなつたとき。
(3)　第7条第11項の規定により当該許可に付した条件に違反したとき。

(※2):廃棄物の処理及び清掃に関する法律　第7条の4第1項
(許可の取消し)
第7条の4　市町村長は、一般廃棄物収集運搬業者又は一般廃棄物処分業者が次の各号のいずれかに該当するときは、その許可を取り消さなければならない。
(1)　第7条第5項第4号ロ若しくはハ(第25条から第27条まで若しくは第32条第1項(第25条から第27条までの規定に係る部分に限る。)の規定により、又は暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の規定に違反し、刑に処せられたことによる場合に限る。)又は同号トに該当するに至つたとき。
(2)　第7条第5項第4号チからヌまで(同号ロ若しくはハ(第25条から第27条までの規定により、又は暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の規定に違反し、刑に処せられたことによる場合に限る。)又は同号トに係るものに限る。)のいずれかに該当するに至つたとき。
(3)　第7条第5項第4号チからヌまで(同号ニに係るものに限る。)のいずれかに該当するに至つたとき。
(4)　第7条第5項第4号イからヘまで又はチからヌまでのいずれかに該当するに至つたとき(前3号に該当する場合を除く。)。
(5)　前条第1号に該当し情状が特に重いとき、又は同条の規定による処分に違反したとき。
(6)　不正の手段により第7条第1項若しくは第6項の許可(同条第2項又は第7項の許可の更新を含む。)又は第7条の2第1項の変更の許可を受けたとき。

(※3):浄化槽法　第41条第2項
(指示、許可の取消し、事業の停止等)
第41条
2　市町村長は、浄化槽清掃業者の事業の用に供する施設若しくは浄化槽清掃業者の能力が第36条第1号の基準に適合しなくなつたとき、又は浄化槽清掃業者が次の各号の一に該当するときは、その許可を取り消し、又は六月以内の期間を定めてその事業の全部若しくは一部の停止を命ずることができる。
(1)　第12条第2項の命令に違反したとき。
(2)　不正の手段により第35条第1項の許可を受けたとき。
(3)　第36条第2号イ、ハ又はホからヌまでのいずれかに該当することとなつたとき。
(4)　第37条の規定による届出をせず、又は虚偽の届出をしたとき。
(5)　前項の指示に従わず、情状特に重いとき。



	備考
	

	
【共通担当部署】
　環境部 乙辺浄化センター

	設定年月日
	平成24年6月30日
	最終変更年月日
	平成29年10月16日
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